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システムプロンプトとして「Webページの文章が
与えられるので、以下に挙げるCSS変数に最も
ふさわしい値を考えてください」という指示を
入れ、ユーザーからの文章とともに、JSON形式
で応答するよう設定したうえでリクエストを送り
ます。
あらかじめ用意するCSSのコードにはCSS変数を
利用し、LLMからの応答をもとに、デフォルトで
適用しているスタイルを上書きしています。
生成させている変数は現在右下の6つのみですが、
実際のウェブサイトではより多くの色が使われて
います。このためbackground-colorとの間で
機械的にカラースケールを生成し、場所に応じて
この色レベルを変えることで、LLMに生成させる
変数の数を削減しています。

Name Description Default Value

--color-primary Accent color #1677ff

--color-secondary Main text color #000000

--color-background Background color #ffffff

--width-border Border width 2px

--size-radius Border radius 16px

--font-family Font family sans-serif文字色と背景色の間で10色のカラースケールを生成
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サイト訪問者に新たな体験を提供する

background colorとprimary colorに同じ色を使用して

調整前 調整後

モーダルを
表示

uどうやって？

u画像のアップロードは？

文章を入力

u上限文字数の判定は？

uハッシュタグの

サジェストは？

ダイアログを
閉じる

u投稿後ダイアログも

閉じたいよね

u下書き保存はどうする？

読みやすい！ 読める......？
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LLMからの応答を
チェックし

文字色と背景色の
コントラストを計算

コントラスト比が
3:1を下回る場合
指定回数を

上限として再生成

指定回数に達しても
改善されない場合
文字色の輝度を調整

生成時に一定以上のコントラストを確保する機能を搭載
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リポジトリへのスターをお待ちしております！

Contributionも歓迎します。

uユーザーが投稿するコンテンツが
主となる記事投稿サイトやSNS

u一定のランダム性やAIの可能性を
一種の芸術として取り入れたい
ウェブサイト

向いていそうなもの

向かなそうなもの

uブランドサイトやコーポレートサイト
など、ウェブサイトにアクセスした
ときの印象が変わると困るもの

uインターネットに慣れていない人が
多くアクセスするウェブサイト

GingaUI 既存のサービス

ターゲット ユーザー 開発者

目的 LLMを通じて新たな体験を提供 開発効率の向上

v0などの既存サービスとの違い

uドキュメントサイトの開発

uより柔軟なデザインの生成

uグラデーションやアニメーション

uWebフォントの動的な読み込み

uGemini NanoなどのオンデバイスLLMへの対応
AIにデザインを考えさせる点においてv0とアプローチが
似ていますが、GingaUIが目指す方向性はこれとは全く
異なります。本ライブラリは「ユーザーに新たな体験を
届ける」ことをコンセプトとしており、画面設計をはじめ
とする実装部分に関しては開発者が行うべきだと考えて
います。

現在のところ主要なコンポーネントの実装
は完了し、レジストリでも公開済みのため
ReactやNext.jsでの導入が可能です。
今後はより導入の敷居を下げるため、
コンポーネントを充実させたり、
ドキュメントサイトを開発したりしつつ、
より柔軟なテーマを生成できるよう改良
していく予定です。

import ThemeClient from "@ginga-ui/ai";

const client = new ThemeClient({
  clientType: "openai",
  apiKey: "YOUR_OPENAI_API_KEY",
});

import { Button } from "@ginga-ui/core";

export default async function Home() {
  const { CSSCode } = await client.generateTheme("fairy tale");
  return (
    <div>
      <style>{CSSCode}</style>
      <Button>Button</Button>
    </div>
  );
}

import { useDisclosure } from "@mantine/hooks";
import { Modal, Button } from "@mantine/core";

function Demo() {
  const [opened, { open, close }] = useDisclosure(false);

  return (
    <>
      <Modal
        opened={opened}
        onClose={close}
        title="Authentication">
        {/* Modal content */}
      </Modal>

      <Button variant="default" onClick={open}>
        Open modal
      </Button>
    </>
  );
}

技術構成
tsupを使ってビルド・バンドルし、Changesetsを使ってリリース
管理をしています。モノレポ構成でpnpm workspaceと
Turborepoを導入していて、コンポーネント単位でパッケージを
分割し、@ginga-ui/coreですべてインポートするという形を
とっています。また、コンポーネント管理にStorybookを利用して
います。
アクセシブルなUIパターンを実装するため、Adobeが提供している
React Aria Componentというライブラリを取り入れています。
デザインが提供されていないヘッドレスなライブラリであるため、
GingaUIではこれをベースにスタイルや独自の機能を実装して
います。コード品質管理のためESLint / Prettier / Stylelintを導入
しています。

GingaUIはnpmからインストール後、起点となるページでCSSファイルをインポート
し、表示したい場所にコンポーネントを配置するだけで、簡単に導入できます。
LLMによるテーマ生成機能を利用する場合、まずサービスプロバイダーからAPIキー
を取得します。本ライブラリでは現在OpenAI, Gemini, Claudeに対応しています。

その後テーマを生成するクラスをインスタンス化し、テーマを
生成したいページでキーワードとともに呼び出します。

下図はこのライブラリを利用して作ったブログサイトの例です。
MicroCMSと連携して記事ページごとにテーマを生成できるブログサイト
のテンプレートを、newt-sechack/ginga-ui-next-templateで公開中です。

セキュリティ上の問題があるためサーバーサイドでの
実行を推奨しており、右図もNext.jsのサーバーサイド
における実装例で、CSSCodeという変数をstyleタグ
で囲って出力することができます。
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ようにしたい
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茶色・ピンク色
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金閣寺についての説明

.button {
  font-family: var(--font-family);
  color: var(--color-background);
  background-color: var(--color-primary-9);
  border-radius: calc(var(--size-radius) * 0.5);
}

あなたはデザイナーで、......。
ユーザーからウェブサイトのイメージが与えられるので、以下
に挙げるCSS変数に最もふさわしい値を考えてください。

--color-primary
--color-secondary
--color-background

AIにCSS変数の値を考えるよう依頼

Structured Outputにより
JSON形式でレスポンスを受け取る

あらかじめCSSコードは変数としておき、
変数の値を書き換えることでスタイルが上書きされる

コントラストを意図的に下げようとする攻撃5

テーマ生成機能の仕組み4

ページの文脈に合ったテーマを生成2

さらに柔軟なテーマを生成させるために7
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LLMのプロンプトに応じてウェブサイト
のデザインが変わる機能には、意図的に
可読性を下げようとする攻撃が行われる
余地が存在します。
GingaUIでは一定以上のコントラストを
確保する機能を搭載しました。具体的に
はchroma-jsというライブラリを利用し、
一定のコントラストを確保しています。

近年Webサービスに求められる機能が複雑化したことにより、インタラクティブな
操作が必要なUIが増え、スタイルのみを提供するCSSフレームワークでは限界が
生まれるようになりました。そこで、一連の操作をコンポーネントとして提供し、
最低限のコードで実装できるUIコンポーネントライブラリが普及しました。
例えば右下のサンプルコードはMantineというライブラリのコードですが、ボタンを
押したときに画面中央にメニューが表示されるUIパターンを実装できます。

1 手軽にWebフロントエンドを実装できるUIコンポーネントライブラリ

開発駆動コース 仲山ゼミ
22Dn 関口匠弥 (@newt239)

LLMを活用し文脈に合わせたテーマを生成するUIコンポーネントライブラリ
GingaUI


